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1.  Facing the Future-Labour’s World in  
1945
2.  Building Labour’s Anti-Communist  
Opposition in Europe
3.  For Multilateralism or“Independent 
Activities”?
4.  The AFL and CIO Abroad：From 
Rivalry to Merger
5.  A Wedding Without a Honeymoon
6.  Into the 1960s: Claiming a Second ICFTU 
Scalp
7.  Who Speaks for American Labour?
8.  Toward an Independent Role
9.  Au Revoir Becomes Adieu













第 1 章と第 2 章では，第二次大戦が終結し
















American Labour’s Cold War















































組を中心に 1950 年に CISL（イタリア労働組合
同盟）が結成された。



















ク ICFTU 書記長を 1960 年に退任させた。










































えば，1951 年に CIO の欧州代表となったヴィ
クター・ルーサーは，労組の連携を図るため，






能性を探った。1955 年に CIO が AFL と合同





集のため，UIL と CISL の金属労働者への支援


































が 1968 年に AFL-CIO から脱退し，ICFTU に
加盟申請した。これを受けて，ミーニー会長
は AFL-CIO の ICFTU か ら の 脱 退 を 決 定 し
た。AFL-CIO からの圧力を背景に，ICFTU
への UAW 加盟が拒否されたにもかかわらず，









































労組指導者，TUC や DGB を含む欧州諸国の
主要労組の代表者との対立・妥協・連携を通じ
て，ICFTU の人事・政策・資金等に与えた影
響が詳述されている。特に ICFTU の 2 人の書
記長（オルデンブロークとベクー）の交代，長
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